
概要
深層インタラクション総合研究所では、先端研究開発を３つの研究所（インタラクション科学研究所、石黒浩

特別研究所、萩田紀博特別研究所）で実施しています。ここでは、このブースで展示している各研究所の

研究概要を紹介します。詳細は、このブースのポスターで紹介していますので、そちらをご参照ください。

連絡先：インタラクション科学研究所 担当 宮下敬宏 E-Mail: miyasita@atr.jp

深層インタラクション科学の研究開発
インタラクション科学研究所／石黒浩特別研究所／萩田紀博特別研究所

※企業との共同研究に関わる部分は守秘のためお答えできないことがあります。

深層インタラクション科学とは？
人やモノの相互のやりとり（働きかけとその応答）をインタラクション（相互作用）と呼びます。
深層インタラクション総合研究所では、人や人々のモノやコトに対するインタラクションの数理モデルを
明らかにすることで、人・人々の行動や感じ方などを説明／予測できるようにすること、それに基づいて
モノ（製品、デバイス、ロボットなど）やコト（環境、サービスなど）を設計できるようにすることを目指します。


